
「捨てなしヽでゴミ/」とドライバーに呼びかける
標津中学校の生徒。
(国道335暑線・忠類付近にて)

萌える海と大地・さわやか交流郷

自発的にみんなで何かをやろうよ /

7月15日、標津中学校 1年 生(60人)は

町内の国道沿いや海岸のゴミ拾いを行

いながら、「捨てなしヽでゴミ」と、ドライ

バーに呼びかけました一写真―。

こうした生徒の姿を見るとゴミなん

て捨てられませんよね。大人の皆さん。
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魅
力
あ
る
定
住
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
』
を
推
進
―

去

る

六
月

二
十

八

日

、

平

成

五
年

標

津

町

議

会

第

二
回

定

例

会

が

開

か

れ

、

そ

の
な

か

で

三
期

目

を

迎

え

た

小

日
桐

町

長

が

今

後

四
年

間

の
町

政

執

行

方

針

を

述

べ
ら

れ

ま

し

た

。

そ

の
内

容

に

つ

い
て
、

要

約

し

て

お
知

ら

せ

し

ま

す

。

は

じ

め

に

平
成
二
年
標
津
町
議
会
第
二
回
定

例
会
が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

私

の
町
政
執
行
に
関
す
る
基
本
的
な
姿

勢
と
向
後
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
大

綱
等
に
つ
い
て
申
し
上
げ
、

議
会
並

び
に
町
民
皆
さ
ま
の
町
政
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、

過
般
の
任
期
満
了
に

伴
い
ま
す
標
津
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、

不
肖
私
に
今
後
四
年
間
標
津

町
政
執
行
の
大
任
を
与
え
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

本
町
に
と
り
ま
し
て
以

前
に
も
増
し
て
重
要
な
課
題
が
山
積

し
て
い
る
こ
と
に
思
い
な
い
た
し
ま

す
と
き
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま

す
と
と
も
に
改
め
て
責
任
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
曳

町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
二
期
八
年
。

こ
の
間
に
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
町
議
会
を
は
じ
め
と
す
る

先
輩
諸
兄
、

国
や
道
な
ど
の
関
係
機

関
、

団
体
等
の
本
町
に
対
す
る
手
厚

い
ご
援
助
、

ご
教
示
、

そ
し
て
町
民

各
位
の
暖
か
い
ご
懇
情
の
数
々
は
、

身
に
余
る
誠
に
有
難
い
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
と
し
て

位
置
付
け
‐て

お
り
ま
し
た
サ
‐
モ

ン
パ
ー
ク
の
建
設
と
関
連
す
る
ア
ク

セ
ス
道
路
の
完
成
。

今
春
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「

は
ま
な
す
苑
」
に
は
じ
ま
り
ま
す
健

康
と
福
祉
の
村
構
想
の
進
展
。

川
北

農
村
公
園
や
標
津
市
街
の
生
活
環
境

保
全
林
の
造
成
。

そ
し
て
い
ま
標
津

マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
と
標
津
病
院
々
合
の

建
設
が
着
工
の
運
び
と
な
る
な
ど
ハ

ー
ド

・
ソ
フ
ト
事
業
の
両
面
か
ら
施

策
の
進
捗
を
み
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
ま
ち
づ
く
り
の

成
果
は
過
去
の
尊
い
歴
史
が
あ

っ
て

成
り
立
ち
、

未
来
へ
橋
渡
し
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
と
銘
記
し
て
お
り
、

幾

多
先
人
の
営
み
の
諸
行
に
敬
服
の
ほ

か
な
く
感
謝
と
め
ど
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た

一
方
、

施
策
全
般
を
見
渡
し

ま
す
と
き
、

住
民
生
活
の
万
般
に
行

き
届
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う

と
決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、

自
戒
、

反
省
も
し
て
い
る
の
で

あ
り
ま
す
。

一
町
政
運
営
の
基
本
方
針
一

●
明
日
を
豊
か
に
す
る
創
造
実
行
の

町
政

●
住
む
人
を
大
切
に
す
る
愛
情
と
誠

実
の
町
政

●
み
ん
な
に
開
か
れ
た
公
平
で
清
潔

な
町
政

町政執行方針を述べる小日桐町長



町長町政執行方針

①
標
津
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
構
想
②
標

津

・
薫
別
両
港
の
整
備

（第
九
次

漁
港
整
備
計
画
）
③
生
活
環
境
保

全
林
整
備
事
業
④
標
津
川
桜
づ
つ

み
モ
デ
ル
事
業
⑤
健
康
と
福
祉
の

村
整
備
事
業
⑥
川
北
農
村
公
園
整

備
事
業

一
、

地
場
産
業
の
振
果
と
し
べ
つ
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り

農
業
、

漁
業
、

林
業
。

一
、

地
域
に
根
ざ
し
カ
ー
粧
づ
く
り

と
教
育
環
境
の
整
備

ｏ
福
　
　
祉
…
…
地
域
福
祉
十
ヵ

年
計
画
の
策
定
、

高
齢
者
福
祉

の
充
実
、

障
害
者
福
祉
の
伸
展

ｏ
教
育
環
境
…
…
校
合
の
大
規
模

改
造
事
業
、

生
涯
学
習
の
活
動

拠
点
整
備
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

整
備
、

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園

整
備
事
業

一
、

観
光
振
興
と
企
業
誘
致

ｏ
観
　
　
光
…
…
サ
ー
モ
ン
パ
ー

ク
、

ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園
、

野
付
半
島

ｏ
企
業
誘
致
…
…
公
害
を
も
た
ら

さ
な
い
地
場
産
業
関
連
企
業

一
施
策
の
大
綱
　
　
　
　
一

■
産
業

―
産
業
の
振
興
を
最
重
点
に
―

本
町
の
盛
衰
い
か
ん
は
産
業
の
消

長
と
密
接
不
可
分
で
あ
り
、

最
近
の

基
幹
産
業
の
低
迷
と
経
営
の
窮
状
を

み
る
に
つ
け
、　

一
層
そ
の
感
を
強
く

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は

「生
産
の
町
」
と
し
て
何

を
お
い
て
も
産
業
の
振
興
を
最
重
点

に
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

③
農
　
業

ｏ
生
産
基
盤

（草
地
整
備
、

農
道
、

集
乳
道
）
の
整
備

・
拡
充
を
進
め

ま
す
。

ｏ
農
業
経
営

（酪
農
専
業
、

乳
肉
複

合
、

肉
専
業
）
体
制
の
確
立
を
図

り
、

経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
ま

す
。

ｏ
農
業
経
営
者
、

後
継
者
の
た
め
の

広
域
的
研
修
、

実
習
施
設
の
整
備

推
進
と
、

地
域
農
業
指
導
シ
ス
テ

ム
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ｏ
農
業
後
継
者
の
育
成
と
花
嫁
確
保

に
努
め
ま
す
。

ｏ
農
村
の
生
活
、

生
産
環
境
の
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

ｏ
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ｏ
農
地
の
流
動
化
と
集
積
に
努
め
、

効
率
的
な
土
地
利
用
を
推
進
し
ま

す
。

ｏ
耕
地
防
風
林
帯
の
造
成
に
努
め
、

自
然
と
調
和
し
た
農
村
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

○
林
　
業

ｏ
森
林
総
合
整
備
事
業
を
推
進
し
、

積
極
的
な
林
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。

ｏ
民
有
林
、

公
有
林
な
ど
森
林
資
源

の
増
大
を
図
り
、

公
益
的
機
能

（

水
源
涵
養
、

防
風
、

防
雪
、

景
観

保
全
な
ど
）
の
一
層
の
保
持
発
場

に
努
め
ま
す
。

ｏ
森
林
空
ｒ
シ
備
を
促
進
し
、

森
林

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
活
用
を
図
り

ま
す
。

ｏ
町
民
参
加
の
愛
林
、

植
樹
運
動
を

推
進
し
ま
す
。

ｏ
林
産
資
源

（山
業
な
ど
）
の
活
用

促
進
と
販
路
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ｏ
木
材
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
の

対
策
研
究
を
進
め
ま
す
。

〇
漁
　
業

ｏ
（仮
称
）標
津

漁
業
開
発
総

合
調
査
協
議

会
を
設
立
し

漁
業
振
興
の

具
体
案
を
策

定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

ｏ
根
室
海
峡
栽

培
漁
業
セ
ン

タ
ー
の
誘
致
に
努
め
、

根
室
海
峡

海
域
の
資
源
管
理
、

資
源
増
殖
を

進
め
、

資
源
の
歴
史
と
現
状
を
見

極
め
た
中
で
、

安
定
増
産
の
可
能

性
を
追
求
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ｏ
技
術
の
革
新
や
施
設
の
近
代
化
を

進
め
、

サ
ケ
・
ホ
タ
テ
の
根
幹
資

源
を
は
じ
め
と
し
た
資
源
の
増
産

を
は
か
り
、

周
年
操
業
体
制
を
め

ざ
し
ま
す
。

ｏ
標
津
漁
港
、

薫
別
漁
港
の
拡
張
整

備
を
促
進
し
、

漁
業
の
多
様
化
に

対
応
し
た
漁
港
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

ｏ
海
洋
汚
染
防
止
な
ど
、

漁
業
と
調

和
し
た
加
工
体
制
推
進
の
た
め
に

水
産
加
工
場
の
排
水
処
理
施
設

（

公
害
防
止
施
設
）
設
置
を
促
進
し

ま
す
。

■

地

域

福

祉

・
保
健

・
医

療

―
施
設
を
中
心
に
し
た

サ
■
ビ
ス
の
提
供
を
―

○
健
康
と
福
祉
の
村

「健
康
と
福
祉
の
村
建
設
事
業
」
の

中
核
施
設

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「は
ま
な
す
苑
」
が
、

こ
の
四
月

一
日

運
営
を
開
始
し
て
か
ら
三
ヵ
月
が
経

過
い
た
し
ま
し
た
。

施
設
は
幸
い

「大
変
ゆ
き
と
ど
い

た
施
設
だ
」
と
各
方
面
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

職
員
の
方

々
に
も
志
気
高
く
運
営
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

改
築
が
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
標
津

病
院
々
合
も
こ
の
二
月
建
設
に
着
手

し
、

平
成
五
年
度
完
成
、

平
成
六
年

四
月

一
日
開
業
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
地
域
福
祉

・
医

療
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
、

経
営

に
工
夫

・
改
善
を
凝
ら
し
い
っ
そ
う

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る



も
の
で
あ
り
ま
す
。

○
地
域
福
祉

ｏ
老
人
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建

設
検
討
。

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
検
討
。

在
宅
介
護
用
品
購
入
費
助
成
制

度
の
創
設
。

ｏ
老
齢
福
祉
年
金
の
増
額
を
行
い
ま

す
。

ｏ
母
子
通
園
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
行

い
ま
す
。

ｏ
児
童
館
の
建
設
を
検
討
し
ま
す
。

ｏ
児
童
公
国
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

ｏ
「福
祉
の
て
び
き
」を
作
成
し
ま
丸

○
保
　
健

ｏ
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
専
門
職

に
よ
る
機
能
訓
練
事
業
（二
年
度
）

を
実
施
し
ま
す
。

①
保
健
事
業
の
な
お
い
っ
そ
う
の
充

実
を
図
る
た
め
の
関
係
機
関

・
団

体
等
で
構
成
す
る

「標
津
町
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し

ま
す
。

ｏ
第
二
次
保
従
事
業
と
老
人
保
健
福

祉
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
の
、

的
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
連
携
強

化
０
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
検
討

し
ま
す
。

○
医
　
療

ｏ
病
院
に
高
性
能
医
療
機
器
の
導
入

（主
な
も
の
）を
行
い
ま
す
。

Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
、

電
子
内
視

鏡
、

Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
、

自
動
科
学

分
析
装
置
、

全
自
動
錠
剤
分
包
機
、

Ｘ
線

一
般
撮
影
装
置
、　

エ
コ
ー
カ

メ

ラ

。

ｏ
リ
ハ
ビ
リ
ー
施
設
の
整
備
を
行
い

ま
す
。

ｏ
病
院
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
ま

す
。

ｏ
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置

（簡
易

な
も
の
）
を
行
い
ま
す
。

（サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
駐
車
場
の
一

角）　
　
　
　
　
　
時

■
商
工
業
・観
光
・労
働

―
魅
力
あ
る
商
店
街
の
形
成
と

観
光
資
源
の
充
実
を
―

〇
商
工
業

ｏ
標
津
町
中
小
企
業
融
資
制
度
を
改

正
し
、

貸
付
限
度
額
の
倍
増
を
行

い
ま
す
。

ｏ
地
場
資
源
を
活
用
し
た
新
製
品
の

加
工
開
発
に
向
け
た

「
ふ
る
さ
と

産
品
振
興
資
金
」
を
継
続
し
、

利

子
並
び
に
保
証
料
を
補
助
し
ま
丸

ｏ
地
場
産
品
加
工
業
の
振
興
を
図
る

た
め

「地
場
産
品
開
発
振
興
奨
励

補
助
金
」
を
増
額
し
ま
す
。

ｏ
商
工
業
者
の
研
修
機
会
を
促
し
、

受
講
料
を
助
成
し
ま
す
。

ｏ
特
産
品
の
消
費
拡
大
に
努
め
ま
曳

ｏ
商
店
街
の
景
観
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

〇
観
　
光

観
光
が
産
業
形
態
と
し
て
発
展
し

て
い
る
今
は
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
を

中
心
に
自
然
と
調
和
の
と
れ
た
特
色

あ
る
観
光
資
源
の
充
実
に
む
け
た
施

策
を
進
め
ま
す
。

ｏ
道
束
、

根
室
管
内
の
重
点
的
観
光

資
源
で
あ
る
野
付
半
島
の
環
境
保

護
対
策
を
進
め
ま
す
。

ｏ
北
方
領
上
国
後
島
を
含
め
た
観
光

対
策
を
進
め
ま
す
。

ｏ
地
域

の
香
り
高

い

「
ま

つ
り
」

づ

く

り
を
推
進
し
ま
す
。

ｏ
地
域
産
業

と
調
和

し
た
観
光
対
策

等
を
進
め
ま
す
。

③
労
　
働

ｏ
労
働
時
間
短
縮

の
推
進
を
図
り
ま

す
。

ｏ
パ
ー
ト
労
働
者
の
労
働
条
件
の
改

善
を
進
め
ま
す
。

①
冬
期
間
の
就
労
確
保
に
努
め
ま
丸

ｏ
勤
労
者
の
生
活
向
上
を
図
る

「勤

労
者
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
並
び

に
「勤
労
者
厚
生
資
金
貸
付
制
度
」

を
改
正
し
、

貸
付
限
度
額
の
増
額

を
行
い
ま
す
。

■

道
路
・

住
宅

・
水
道

・
下
水
道

―

快

適

な

暮

ら

し

を

＝

〇

道

　

路

ｏ
き

め

細

か

な

町

民

に
密

着

し

た

生

活
道
路
の
舗
装
整
備

（快
適
な
生

活
環
境
の
創
出
）

ｏ
安
心
と
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
を

実
現
す
る
道
路
整
備

（安
全
に
資

す
る
道
路
環
境
の
創
出
）

〇
一
年
を
通
じ
て
安
全
、

確
実
、

快

適
に
通
行
で
き
る
道
路
整
備

（冬

期
間
き
め
細
や
か
な
除
雪
対
応
）

○
住
　
宅

現
在
ま
で
量
的
な
充
足
に
施
策
の

重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ

か
ら
の
公
営
住
宅
の
再
生
計
画
を
考

え
、

そ
の
街
に
ふ
さ
わ
し
い
計
画
の

策
定
を
行
い
、

地
域
に
根
ざ
し
た
本

町
独
自
の
魅
力
あ
る
生
活
空
間
の
整

備
、

特
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
新
し
い
豊
か
さ
を
求
め
て
長
期

的
展
望
に
た
っ
た
計
画
的
な
公
営
住

宅
の
建
替
、

建
設
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

〇
水
道
・
下
水
道

水
道
…
…
引
き
続
き
良
質
で
安
定

し
た
水
源
、

水
量
を
確
保
す
る
た
め

老
朽
配
水
管
の
計
画
的
な
更
新
整
備

や
水
源
地
周
辺
の
環
境
保
全
に
留
意

し
、

町
民
の
水
需
要
に
応
え
て
ま
い

り
ま
す
。

下
水
道
…
…
生
活
環
境
の
向
上
や

環
境
保
全
の
観
点
か
ら
市
街
地
、

農

漁
村
部
を
問
わ
ず
、

下
水
道
対
策
を

講
じ
る
こ
と
が
全
道
的
に
み
て
も
活

根
室
管
内
で
も
重
要
な
観
光
拠
点
と

なっていい〕サ‐モンパーク」

本年4月 にオープンした
特層」養護老人ホーム「標津はまなす宛」
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発
化

し

て
き

て
お
り
ま
す
。

こ

の
よ

う
な
傾
向
を
受

け

て
住

民
要
望
と
な

っ
て
お
り
ま
す

川
北

地
区

の
下
水
道

に

つ
き
ま
し

て
は
、

住

民

の
意
向
を

把
握
す

る
こ
と
を
ま
ず
第

一
に
据
え

て
、

具
体
的
な
検

討

に
着

手
し
て
お

り
ま
す
。

■
環
境
の
保
全
と
活
用

○
標
津

川
河
川
環
境
整
備

―
広
大
な
河
川
空
間
を

水
辺

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
場
に
―

標
津

川

の
広
大
な
河
川
空

間
に

つ

い
て
良
好
な
自
然
環
境

の
創
造
を
図

り
、

潜
在
す

る
自
然
的
素
材

や
水
際

空

間
と
し

て

の
特
性
を
有
効
利
用
し

郷

土
愛

や
幼

少
年

の
情
操
、

感
性
を

育
成
、

助
長
す

る
た
め
水

辺

レ
ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
の
場
と
し

て
、

ま
た
川

沿

地
域

の
市
街

地
化
等

に
伴

い
、

緑

が
減
少
し

つ
つ
あ

り
近
年
良
好
な
水

辺
空
間

の
整
備

が
必
要
な

こ
と
か
ら

す

で
に
平
成

四
年
度

に
完
成
し
た

「

標
津

サ
ー

モ

ン
パ
ー
ク
」
、

「
標
津
川

高
水
敷

整
備
」

の
総
合
的
利
用
を
図

る
た
め
、

釧
路

開
発
建
設
部

の
支
援

を
受

け
両
者

一
体
と
な

っ
て
さ
ら

に

早
期
実
施

に
向
け

て
努
力

し

て
ま

い

り
ま
す
。

③

マ
リ

ン
プ

ラ
ザ

（
標
津
漁
港
海
岸

環
境
整
備

）
事
業

ヽ

―
海
を
生
か
し
、
　
　
　
十

海
と
親
し
む
エ
リ
ア
と
し
て
―

生
産
の
場
と
の
共
生
を
念
頭
に
、

侵
食
さ
れ
た
海
岸
を
復
元
、

保
全
し

静
穏
海
域
を
利
用
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
の
創
出
を
目
的
と
し

た
標
津
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
構
想
は
、

い

よ
い
よ
本
年
度
（八
月
）
に
島
堤
の
着

手
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

完
成
ま
で
十
年
を
目
標
と
し
て
、

平
成
八
年
を
初
年
と
し
た
海
岸
整
備

六
次
五
ヵ
年
事
業
枠
の
中
で
大
幅
な

事
業
推
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

事
業
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、

漁
業
へ
の
悪
影
響

を
最
小
限
に
止
め
る
と
と
も
に
、

漁

港
整
備
計
画
と
連
携

一
体
と
な
っ
た

整
備
と
な
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

■
教
育
・ス
ポ
ー
ツ
・文
化

―
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
の
整
備
を
―

「教
育
環
境
の
整
備
」

ｏ
不
燃
化
構
造
校
合
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の

改
修
を
早
期
に
進
め
る
と
と
も
に

新
し
い
教
育
内
容
に
伴
い
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の
導
入
等
を
進
め
ま
す
。

校
合
改
築
―
標
津
小
学
校
、

川

北
小
学
校
、

川
北
中
学
校

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
―
標
津
中

学
校

「生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
の
整

備
」

ｏ
住
民
の
学
習
活
動
、

文
化
活
動
、

並
び
に
交
流
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
、

さ
ら
に
は
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
結
婚
式
や
規
模
の
大

き
い
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
可
能
な

多
目
的
施
設

（仮
称
…
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

こ
の
施
設
は
現
在
の
公
民
館
ホ

ー
ル
を
取
り
壊
し
た
跡
地
に
、

農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
と
ド
ッ
キ

ン
グ
し
て
建
設
し
、

同
時
に
現
在

の
公
民
館
を
独
立
し
た
図
書
館
と

し
て
整
備
を
行
い
、

こ
の
一
帯
を

「総
合
学
習
ゾ
ー
ン
」
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

「
体
育

施
誹
ｔ
ぎ

備
」

○
ス
ポ

ー

ツ
の
町

に
ふ
さ
わ
し

い
、

身
近
な
施
設

で

ス
ポ

ー

ツ
に
親
し

む

こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
体
育
施

設

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

茶
志
骨

地
区

に

フ
ァ
ミ
リ
ー

体

育
館
を
建
設
し
ま
す
。

パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
を
造
成
し
ま

す
。

学
校
体
育
館
施
設
を
整
備
し
、

住
民
に
開
放
し
ま
す
。

町
営

ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

「ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
国
の
整
備
」

ｏ
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園

の
整
備
は

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
と

一
体
化
し
た

整
備

の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■

地
域
づ
く
り

。
国
際
化

・
広
報

公
聴

・
ス
ト
ー
リ
ー

の
あ
る
ま

ち
づ
く
り

―
明
３

へ
輝
く
感
動
舞
台

（味
わ

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
）

を
テ
ー
マ
に
町
民
参
画
を
基
本

に
推
進
―

地
域
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
の
個
性
と
創
意

の
時
代
、

特
に

文
化
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
視
点
が
置

か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

人

々
の
意
識

と
行
動
も

「
よ
り
心
豊
か
に
、

快
適

で
便
利
に
暮
ら
せ
る
社
会
」
か
ら

「

よ
り
心
豊
か
に
、

楽
し
く
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
」
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
お
り
、

今
ま
で
の
考
え
方

や
実
践
に
捉
わ
れ
ず
、

発
想
の
転
換

や

一
歩
進
ん
だ
視
点
に
た
っ
た
施
策

の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

昭
和
六

十
二
年
度
を
初
年
度
と
す
る

「標
津

町
ま
ち
づ
く
り
新
計
画
」
に
基
づ
き

西
暦
二
〇
〇
〇
年
（平
成
十
二
年
度
）

に
向
け
て

″萌
え
る
海
と
大
地
。
さ

わ
や
か
交
流
郷
ク
を
目
標
に
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
を
展
開
し
、

よ
り
よ
い
地

域
づ
く
り
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。特

に
地
域
の
個
性

・
イ
メ
ー
ジ
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
新

計
画
の
三
つ
の
戦
略
プ
ラ
ン
の
ひ
と

つ
で
あ
る

「標
津
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
プ

ラ
ン
」
を
基
に
、

サ
ケ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
て

お
り
、

こ
の
結
果
、

標
津
サ
ー
モ
ン

パ
ー
ク
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
を
き
っ
か

け
と
し
て
、

標
津
町
の
知
名
度
は
個

性

・
イ
メ
ー
ジ
の
面
で
全
道
、

全
国

的
な
高
ま
り
を
み
せ
、

先
進
的

・
優

良
事
例
と
し
て

「平
成
二
年
度
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
自
治
大
臣
表
彰
」

や

「平
成
二
年
度
北
海
道
開
発
局
地

域
活
性
化
貢
献
賞
」
な
ど
の
受
賞
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

マリンプラザ構想イメージパース
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し
か
し
、

町
民

の
皆
さ
ん
が

″
住

ん

で
良
か

っ
た
″
町
外

の
人
た
ち

が

″
こ
こ
に
住

ん

で
み
た

い
″
と

い

つ

た
魅
力
あ

る
定
往

地
域

づ
く
り
が
重

要

で
あ

り
、

本
町

が
実
施

し

て

い
る

地
域
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト

の
機
能

の
充
実

発
展
な
ど
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ら
社
会

、
人

々
の
意
識

の
変

化

や
現
状
を
踏
ま
え
、

二
十

一
世
紀

の
標
津
町

の
姿
を

ス
ト
ー
リ
ー

化

し

た

「
ス
ト

ー
リ
ー

の
あ

る
ま
ち

づ
く

り
計
画
」
を
平
成

四
年

十

二
月

に
策

定
さ

せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ま

時
代

が
求
め
る
も

の
は

″
量
的

・
物

質
的
な
充
足
″

か
ら

″
質
的

・
精
神

的
な
充
足
″

へ
と
変
化
し

て
お
り
、

こ
れ
ら

の
祝
点

に
立
ち

″
明

日

へ
輝

く
感
動
舞

台

（味
わ

い
の
あ

る
ま
ち

づ
く

り
戸
を

テ
ー

マ
に
魅
力
あ

る
定

住

地
域

づ
く

り
に
取
組

ん

で

い
く
所

存

で
あ

り
ま
す
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

は
町
民
の
皆
さ
ん
の
参
画
を
基
本
と

し
て
お
り
、

こ
れ
は
単
に
行
政
側
の

姿
勢
で
は
な
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
自

ら
が
考
え
行
動
す
る
形
で
の
町
民
参

画
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
ヶ
、

こ
れ

を
合
頭
に
置
い
て
取
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が

の
振
興
に
は
交
流
が
重
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
ひ
か
り
こ
基
金
を
利
用
し

た
海
外
派
遣
事
業
や
サ
ー
モ
ン
科
学

錯
と
カ
ナ
グ
・
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場

と
の
姉
妹
館
提
携
を
き
っ
か
け
と
し

た
交
流
を
推
進
す
る
ほ
か
国
内
各
地

と
の
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

）

~い
「ヽストーリーのあるまうづくり計画空による手皇3角2 と豊景観整備イメ=夢'、ニス ま苑ち魂 ぢゼ暴

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、

広
く
行
政
に
つ
い
て

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
手

段
と
し
て
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
ほ
か
、

広
報
紙
を
通
じ
た
町
民
の

皆
さ
ん
の
声
の
聴
取
や

「く
ら
し
の

モ
ニ
タ
ー
制
度
」
の
強
化
な
ど
公
聴

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

町
民
の
管
さ
ん
の
総
意
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
い
っ
そ
う
推
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

■
北
方
領
土
対
策

戦
後
四
十
七
年
に
し
て
や
つ
と
実

現
し
た
ロ
シ
ア
と
の
ビ
ザ
な
し
交
流

は
、

今
年
で
二
年
目
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

昨
年
の
渡
航
者
は
日
口
合
わ

せ
て
五
百
七
十
二
人
を
数
え
、

交
流

の
輪
は
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
お

り
、

今
年
に
入
っ
て
さ
ら
に
活
発
に

展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

相
互
交
流
は
あ
く
ま
で
も
領
土
返

還
問
題
解
決
の
た
め
の
一
つ
の
道
程

で
あ
る
と
の
認
識
に
た
っ
て
、

対
話

と
親
善
を
深
め
る
な
か
か
ら
返
還
の

上
壌
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

■
行
財
政

ｏ
行
政
事
務
の
近
代
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め

「
ヨ
ン

卜
昨
年
の
ビ
ザ
無
し
交
流

ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
」
を
推
進
し

ま
す
。

ｏ
国
際
的
な
視
野
に
立
っ
た
知
謝
の

習
得
と
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め

「職
員
研
修
事
業
」
実
施
し
ま
曳

お

わ

り

に

以
上
、

三
期
目
の
町
政
を
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
く
に
あ
た
り
ま
し
て
、

私
の
所
信
と
町
政
執
行
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

郷
土
を
思
う
町
民
の
真
情
の
発
露

が
今
日
の
繁
栄
を
見
、

発
展
の
歩
み

は
さ
ら
に
未
来
に
む
か
っ
て
速
度
を

強
め
脈
々
と
流
れ
て
行
き
ま
す
。

二
十

一
世
紀
へ
の
橋
渡
し
の
役
割

を
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
に

改
め
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す

と
同
時
に
、

二
期
八
年
の
地
方
自
治

運
営
の
経
験
を
住
民
生
活
に
結
実
さ

せ
る
た
め
に
は
職
員
と

一
九
と
な
っ

て
時
勢
に
即
応
し
、

た
ゆ
ま
ざ
る
努

力
と
誠
意
を
も
っ
て
行
政
執
行
を
す

る
こ
と
が
い
つ
そ
う
必
要
で
あ
る
と

痛
感
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
本
町
の
発
展
の
た
め

に
、

議
会
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆

様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

ょ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

町
政

担
当
三
期
目
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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第
十
五
回
標
津

町
農
業
委
員
会
委

員

選
挙

が
七
月
十

一
日
行
わ
れ
、

定

員

十
人

に
対
し
立
候
補
者
十
人

で
、

無
投
票

に
よ
り
次

の
方

々
が
同
委
員

に
当
選
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
町
議
会

、
標
津
町
農

業
協
同
組
合
、

標
津

町
農
業
共
済
組

合

か
ら
推
薦

さ
れ
た

二
人
も
同
委
員

に
選
任
さ
れ
、

あ
わ

せ
て
ご
紹
介

し

ま
す
。

（届
出
順
）

ま
た
、

七
月

二
十

二
日
に
は
同
委

員
会
総
会

が
行
わ
れ
（
会

長

に
桜
井

除
太
郎
氏

が
、

会

長
代

理
に
須

田
勝

利
氏

が
選
任
さ
れ
、

六
期
十
八
年

間

同
委
員
会

の
会

長
と
し

て
尽
力
さ
れ

た
五
百
木
秀
夫
氏

が
退
任
さ
れ
ま

し

た
。

長

い
間
、

大
変

ご
苦
労
様

で
し

た
。

新しい

標津町

決まる。

ヽ

▼
韮
澤
喜
代
司
氏

兌
川
半
４７
基

▼
管
野
　
正
敏
氏

（南
古
多
棒
５８
歳
）

▼
栗
栖
　
敏
博
氏

宛
標
亭
４十
歳
）

▼
渡
辺
　
　
猛
ユ
氏

（東
川
＋

４７
歳
）

▼
高
橋
　
道
治
氏

（西
北
標
津
品
歳
）

▼
小
岩

　
　

滋

氏

秦

士督

花

母

▼
小
日
原
重
信
氏

密

川
＋

５２
建

▼
渡
部

勉
氏

伊
茶
年
６６
歳
）

▼
須
田
　
勝
利
氏

琵

古
多
糠
為

歳
）

▼
桜

井

條

太
郎

氏

（南
川
半

５０
歳
）

▼
箭
浪

昇
氏

（桜
木
甲
６６
歳
）

▼
田
中
不
二
男
氏

密
北
標
亭
５８
歳
）

農
業
委
員
会
と
は
…

標
津
町
条
例
で
は
、

農
業
委
員
会

委
員
の
定
数
を
十
人
と
し
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
に
町
議
会
な
ど
か
ら
推
薦

さ
れ
た
委
員
三
人
を
加
え
、

十
三
人

の
委
員
で
組
織
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
、

農
業

・
農
業
者

の
代
表
機
関
で
あ
り
、

農
地
の
利
用

調
整
、

交
換
分
合
な
ど
農
地
の
有
効

利
用
を
推
進
す
る
ほ
か
、

農
業
振
興

に
係
わ
る
様
々
な
問
題
を
協
議
し
、

意
見
を
公
表
し
て
行
政
に
対
す
る
建

議
や
諮
問
事
項
に
答
申
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
同
委
員
は
、

各

集
落
、

地
域
か
ら
の
農
業
者
の
声
を

ま
と
め
、

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
ど
う

政
策
化
し
、

実
現
し
て
い
く
か
な
ど

重
要
な
任
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼

田
中

　

茂

治

氏



OSO母 移も腕繭淋脳轟亜

自分れ で

作った花を
公共施設に

―北標津中学校―

六
月
二
十
三
日
、

北
標
津
中
学
校

（中
山
博
郎
校
長
）
の
生
徒

・
先
生
八

人
が
役
場
庁
合
前
と
総
合
体
育
館
前

な
ど
の
花
壇
に
花
の
苗
を
約
三
百
本

植
え
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
苗
は
、　

マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、

金
魚
草
、

サ
ル
ビ
ア
、

金
せ

ん
花
、

イ
ン
パ
チ
エ
ン
ス
の
五
種
類

の
花
で
、

生
徒
た
ち
が
四
月
か
ら
同

校
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
大
切
に
育

て
た
も
の
で
す
。

花
は
今
が
ち
よ
う
ど
見
ご
ろ
で
、

各
施
設
を
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

！〕
膨
膨
膨
〕
膨
膨
膨

啄紺添を期 に」と
雅
罷へ緑の宅配便

広
く
地
域
住
民
に
緑
の
大

切
さ
と
森
林
の
役
割
の
重
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と

七
月
五
日
、

町
と
標
津
営
林

署
は
新
生
児
誕
生
世
帯
の
希

望
者
二
十

一
世
帯
に
木
の
苗

を
届
け
ま
し
た
。

「緑
の
宅
配
使
」
の
対
象

は
、

昨
年
五
月
か
ら
本
年
四

月
生
ま
れ
の
世
帯
で
、

モ
ン

タ
ナ
マ
ツ
、

チ
シ
マ
ザ
ク
ラ

な
ど
の
首
木
二
本
セ
ッ
ト
が

宅
配
さ
れ
ま
し
た
。

新
生
児
も
木
の
よ
う
に
、

す
く
す
く
と
大
き
く
育

っ
て

く
だ
さ
い
。

全
全
全
企
企
企
企
企
全
企
企
全
企
企
企
企

―町・標津営林署―

湊流ヤ費ミ リ大会
―金山・忠類)|1本流で

50人が腕前競声

町
観
光
協
会

（後
藤

一
郎
会
長
）

主
催
の
第
九
回
浸
流
ヤ
マ
ベ
釣
り
大

会
が
金
山
の
忠
類
川
本
流
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
道
束
各
地
か
ら
五
十
人

の
大
公
望
が
集
ま
り
、

前
日
に

一
万

匹
の
ヤ
マ
ベ
が
放
流
さ
れ
た
同
川
で

釣
り
の
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
参
加
者
は
、

さ
わ
や

か
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼

一
般
の
部
優
勝
／
矢
野
芳
雄
さ
ん

（弟
子
屈
町
）
総
重
量
二
・八
ｋｇ

▼
女
性

・
小
中
高
生
の
部
優
勝
／
土

井
伸
之
く
ん

（標
津
）

▼
大
物
賞
／
谷
田
義
久
さ
ん

（美
幌

町
）

一
七
・五

ｃｍ

▲丁寧に花の首を植える生徒たち (総合体育館前)

▲
言目垣5革ご塁瑾喜挙善章ヤ章東窓累室帽る晶
畑佑弥くんとお母さん一伊茶仁一)



「北海道開発局地域
活性化貢献賞」受賞

～川とサケとまちづくり～

）

．
開
発
局
の
事
業
と
連
玖
し
た
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
対
し
、

同
局
長
か
ら

贈
ら
れ
る

「地
域
活
性
化
貢
献
賞
」

に
本
町
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
三
年
前
か
ら
同
局
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
、

本
年
度
は
本

町
の
ほ
か
、

美
深
町
な
ど
の
三
団
体

が
選
ば
れ
、

こ
の
ほ
ど
札
幌
で
表
彰

式
が
あ
り
、

小
田
桐
町
長
が
出
席
し

記
念
の
た
て
と
賞
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

本
町
の
サ
ー
モ
ン
科
学
館
を
中
心

と
し
た
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
と
現
在
進

行
中
の
標
津
川
河
川
環
境
整
備
及
び

桜
づ
つ
み
整
備
な
ど
、

開
発
局
の
事

業
と

一
体
と
な
っ

た
、

ま
ち
づ
く
り

が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。本

町
と
し
て
は

平
成
三
年
度

「自

治
大
臣
賞
」
、

四
年

度

「北
海
道
ま
ち

づ
く
り
百
選

・
部

門
賞
」
に
続
き
三

度
目
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

▲受賀記念として贈られた
｀
たて、

役場ロビーで平
成
四
年
度
に
実
施
さ
れ
た

「北

海
道
ま
ち
づ
く
り

一
〇
〇
選
大
賞
」

の
巡
回
パ
ネ
ル
展
が
役
場

一
階
ロ
ビ

ー
で
、次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
町
も
、
ち」
の
百
選
の
部
門
賞
（ま

ち
お
こ
し

・
む
ら
お
こ
し
部
門
）
を

見
事
受
賞
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
月
日
　
八
月
二
十
三
日
～
八

月
二
十
七
日
ま
で
。

）

く
出
玉
の
良
さ
で
参
加
者
は
思
わ
ず
ニ
ツ
コ
リ

「巡回パネル展」
8月2 3日～2 7日

北海道まちづ くり
100選大賞

お
年
寄
り
。身
障
者
な
ど

NHKラジオ第一放送

3/261al
午後3時55分～4時

市町村だより
標津町が放送されま軌

八
十
六
人
が
参
加

―
親
陸
①
②
②
③
大
会
―

七
月
十
二
日
、

標
津
娯
楽
セ
ン
タ

ー

（遠
藤
稔
社
長
）
の
ご
好
意
に
よ

り
、

恒
例
と
な
っ
た
第
十
三
回
目
の

親
睦
パ
チ
ン
コ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。参

加
し
た
の
は
老
人

・
身
障
者

・

母
子
父
子
の
メ
ン
バ
ー
八
十
六
人
。

″
チ
～
ン
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ
ラ
ク
の
音

と
と
も
に
競
技
開
始
、

参
加
者
の
表

情
は
真
剣
そ
の
も
の
。

パ
チ
ン
コ
が

初
め
て
の
人
も
い
て
、
「
こ
ん
な
に
出

る
と
お
も
し
ろ
い
ね
」
と
言
っ
た
笑

い
の
声
も
―
。

第

一
回
目
か
ら
こ
の
大
会
に
協
力

し
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の
遠
藤
社
長

は
、
「皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
ば
こ

れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

優
勝
は

一
万

一
千
九
十
五
発
の
玉

を
出
し
た
石
井
公
子
さ
ん
（曙
町
）
で

参
加
者
は
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま

し
た
。



日
用
品
を
「は
ま
な
す
苑
」に
寄
贈

―
マ
ザ
ー

グ
ー
ス
が
″リ

サ
イ
ク
ル
市
″
の
益
金
で
―

o e o o o o o 0

▲日用品を入苑者に手渡す
マザーグースの会員

に で 宅 な 不 定 回  ん 大 シ
1 司ご ⌒ ど 用 し 有 同 で 変 ユ
い 違 a あ と て リ サ い あ を
ま 絡 二 り な い サ l ま り た
す く | ま つ ま イ ク し が く°

だ 三 し た す ク ル た た さ
さ 八 た べ °

ル で
°い ん

い 三 ら ビ ご 市 は  L 使°
①

｀
十 家

二
年  と う

取
V 荒

用 庭 を に  ｀ の
り ま 谷 品 で 予 数  喜 で

「
入
苑
者

の
皆
さ

ん
に
使

っ
て
く

だ
さ

い
」
と
、

七
月

一
日
、　

マ
ザ
ー

グ
ー

ス

（青
木
久
美

子
代

表

・
会
員

五
人
）

は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
標

津

は
ま
な
す
苑
を
訪
れ
、

テ

ィ

ッ
シ

ュ
や
洗
剤
な
ど

の
日
用
品
を
寄
贈
し

ま

し
た
。

昨
年

の
十

二
月

に
発
足
し
た
同

サ

ー
ク

ル
は
、

家
庭

で
不
用
と
な

っ
た

ベ
ビ
ー
用
品
や
子
供
服
、

お
も
ち

ゃ

な
ど
を

回
収
し

て

の

「
リ
サ
イ
ク

ル

市
」
を
実
施
し

て
お
り
、

そ

の
益
金

で
こ

の
度

の
寄
贈
を

思

い
立

っ
た
そ

う

で
す
。

日
用
品
を
受

け
取

っ
た
入
苑
者

は

「
私
は

の
ど
や
鼻

が
悪
く
、

テ
ィ

ッ

く
寄
付
金
を
小
日
桐
町
長
へ
手
渡
す

渡
辺
（左
Ｙ
吉
川
婦
人
部
長

牛字bパック・アルミ缶回収事業の

益金を寄付
―双葉・望ヶ丘町内会婦人部一

「被災地の皆さんがんばって〃」

北海道南西沖
地震災害
義援金を
一古多糠小中学校
生徒会―

自
分
た
ち
と
同
じ
子
供
の

尊
い
命
が
次
々
と
奪
れ
、

か

わ
い
そ
う
―
。

去
る
七
月
十
二
日
に
発
生

し
た
北
海
道
南
西
沖
地
震
の

惨
状
が
テ
レ
ビ

・
新
聞
な
ど

で
伝
え
ら
れ
る
中
で
、

何
か

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
、

古
多
糠
小
中
学
校

（渡

辺
文
雄
校
長
・
児
童
生
徒
三
十
六
人
〉

の
若
葉
会

（児
童

・
生
徒
会
）
が
中

心
と
な
り
、

募
金
活
動
を
行
い
、

七

月
二
十
六
日
、

道
募
金
会
標
津
分
会

（佐
藤
勝
二
会
長
）
を
通
じ
、

三
万

四
千
五
百
七
十

一
円
の
義
援
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
ォ

こ
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
先
月
下

旬
に
全
校
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
、

そ

細
か
な

心
遣

い
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
」

と
、

感
謝

の
言
葉
を
述

べ
ま

し
た
。

寄
付
金

は
、

サ
ー

モ

ン
パ
ー
ク

に

隣
接
し
た
標
津
川

の
堤
防

で
進
め
ら

れ

て

い
る
桜

づ

つ
み

の
桜
植
栽
事
業

に
役
立

て
ろ

） れ
ま
す
。

の
中
で
生
徒
か
ら

「花
火
を
我
慢
す

れ
ば
募
金
で
き
る
ね
」、
「花
火
は
自

分
の
家
で
や
れ
ば
い
い
よ
」
な
ど
の

意
見
が
出
て
、

そ
の
花
火
代
を
も
と

に
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

夏
休
み
中
に
は
各
ク
ラ
ス

ご
と
に
被
災
地
の
子
供
た
ち
に
励
ま

し
の
手
紙
転
送
る
そ
う
で
す
。

若
葉
会
の
鳥
井
会
長
は

「
こ
の
お

金
が
少
し
で
も
被
災
地
の
皆
さ
ん
の

●
菅
原
健
治
さ
ん
は
図
書
購
入
費
と

し
て
中
央
公
民
館
ヘ

●
菊
地
光
技
さ
ん
は
体
育
文
化
振
興

基
金

・
中
央
公
民
館
図
書
購
入
費

・
標
津
小
学
校
備
品
購
入
費
と
し

て
●
鎌
田
和
子
さ
ん
。
板
垣
敏
さ
ん
は

紙
オ
ム
ツ
を
標
津
病
院
へ
寄
贈

●
鈴
木
貞
雄
さ
ん
。
菊
地
光
技
さ
ん

は
香
典
返
し
を
や
め
て
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
吉
田
孝
弘
さ
ん
は
結
婚
祝
の
お
返

し
を
や
め
て
町
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

双
葉
町
内
会
と

望
ヶ
丘
町
内
会
の

両
婦
人
部
は
七
月

五
日
、

役
場
を
訪

れ
、

牛
乳
パ
ッ
ク

や
ア
ル
ミ
缶
回
収

な
ど
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
益
金
三

万

一
千
九
百
四
十

五
円
を
町
に
寄
付

し
ま
し
た
。

受
け
取
っ
た
小

田
桐
町
長
は

「奉

仕
活
動
で
得
ら
れ

た
貴
重
な
お
金
、

▲義援金を佐藤会長に手渡す若葉会の鳥井会長
(中央)と中候(右)・吉日副会長
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新

勢
要
覧

で
き

ま

し
た

「ホ
ッ
プ

・
ス
テ
ッ
プ

・
ジ
ャ
ン

プ
ｉｎ
標
津
」
と
書
か
れ
た
、

ち
ょ
っ

と
し
ゃ
れ
た
表
紙
の
町
勢
要
覧

（Ａ

４
サ
イ
ズ
）
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
の
幕
明
け
を
目
前
に

控
え
、

産
業

。
ま
ち
づ
く
り
・
国
際

交
流
な
ど
新
た
な
展
開
を
見
せ
る
本

町
の
現
況
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

資
料
編
も
別
冊
で
作
製
し

交
流
の
し
お
り

「
ロ
シ
ア
語
会
話
集
」

発
行

町
で
は
昨
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た

ビ
ザ
な
し
交
流
に
よ
っ
て
、

今
後
も

北
方
四
島
と
の
往
来
が
益
々
さ
か
ん

に
な
つ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

町
民
の

皆
さ
ん
に
活
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

こ
の
度

「交
流
の
し
お
り

（
ロ
シ
ア

語
会
話
集
と
を
発
行
し
ま
し
た
。

去
る
七
月
二
十
日
に
は
、

北
方
四

島
在
住
ロ
シ
ア
人
の
青
少
年
が
本
町

を
訪
れ
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
交
流
が
行

わ
れ
、

受
け
入
れ
先
で
こ
の
会
話
集

が
さ
っ
そ
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

縦
十
八

ｃｍ
、横

八
・五

ｃｍ
の
八
ペ
ー

ジ
の
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
各
公
共
施

設
な
ど
に
若
千
配
付
し
て
お
り
ま
す

が
、

ご
希
望
の
方
は
役
場
総
務
課
―

（ａ
二
十
二

一
三

一
・
内
線
二
〇
六
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
″
⑤

★
エ
イ
ズ
の
予
防
方
法

エ
イ
ズ
の
感
染
源
は
前
回
も
ふ
れ

た
よ
う
に
①
精
液
②
睦
分
泌
液
③
血

液
の
三
通
り
で
す
。

通
常
の
生
活
で

は
セ
ッ
ク
ス
以
外
で
エ
イ
ズ
に
感
染

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
た
め
に
、

お

互
い
に
感
染
の
可
能
性
が
１００
％
な
い

場
合
以
外
は
き
ち
ん
と
正
し
く
コ
ン

ド
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
唯

一
の

予
防
策
で
す
。

町 し

こ

の
度

こ
れ

と

あ

わ

せ

て

町

の
全

世

帯

へ
配

付

さ

れ

ま

し

た

。

難　‐，銘託中はれ
つたく危

廷
ワ」・抑和第中ベヘ‐‐つ中つ

も
危
険
は
な
い
。

そ
の

後

の
体
液

の
処
理
に
は

（除）７「．噺細”瑚使中ウ嫉
つ

き
や
す

い
の
で
、

体
内

整
　
Ｒ
羊
一
な
悔
腕
雛
那
鵬
い
か

ら
終
わ
り
ま
で
つ
け
た

セ

ッ
ク
ス

正
し
く
き
ち
ん
と

つ
け

（麟
）
Ｏ
ｖ
．

『
力
い
湘
的
舜
娃
紳

か

コ
ン
ド
ー
ム
を
し
て
い

な

い
間
、

感
染

の
危
険

険
　
　
　
性
が
大
き

い

（瓶）‐ｎ中．的ウ外剰ムをしない

大
変

に
危
険
。

感
染
を

防
ぐ
た
め
に
絶
対

コ
ン

ド
ー
ム
の
使
用
を

１
・
．

生
理
中
の
セ

ツ
ク
ス

ー
．

血
液
と
性
器
の
接
触
は

大
変

に
危
険

９
一
．

肛
門
性
交

１
‐

傷

つ
き
や
す
い
性
器
と

出
血
し
や
す
い
肛
門

の

セ
ツ
ク
ス
は
大
変

に
危

険

や鴻 険  安 全HOW TO USE A CONDOM

1.中 身を傷つけないように取り出す

2.精 瀬だまりを軽くつまみ空気を出す

3.性 変前に勃起状態のベエスにかぶせる

4.ツ メで傷つけないように注意して根元

までかるせる

5.射 精後はベエスが縮小するまえにすば

やく抜き去り、腫内に精渡が漏れない

ようにする

要
注
意

食
）
．

軽

い
キ
ス

あ

い
さ

つ
の
よ
う
な
キ

ス
な
ら
安
心

江
可
．

デ
ィ
ー
ジ

キ
ス

回
の
中

に
傷
が
あ
る
と

わ
ず
か
だ
が
感
染

の
可

能
性
あ
り

ヽ
）
．

触
れ
あ
う

感
染
者

の
体
液
が
自
分

の
か
ら
だ
の
傷

口
に
触

れ
な
け
れ
ば
安
全

Ａ
）
．

性
器
に
触
れ
る

性
器
の
粘
膜
は
傷

つ
き

や
す

い
の
で
危
険
性
あ

大変危険 大変危険

1 1

畠澤保健婦

AIDS正 しいコンドームの装着法

(規格に合格 したもの)



伊藤簸軍〕さんちの干佳ちゃんは昭釣

一
【
０
こ
お
を
み
ピ
ュ
ギ
，
一
ち
工
，
■
４
）
と
喜
ア
お
〓
ｔ
ｉ
声
■
■
Ｐ
モ
ユ
分
ド
官
Ｊ
と
ヽ
Ｆ

ろ  か

北標津 O

●生まれた時の身長 ・体重は一二。

身長/46 5cln  体 重/2,630g‐
●最近の身長 ・体重|よ―一。     |

身長/74 9cm  イ 本重/98K8
●どんな子に育つてほしいですか。

確 康で素直なやさしい子に一―」とめ8
さん。

干1圭ちゃんは一つ上のおねえちゃんと、とても
伸がしヽいんです。衝国のように二人でゐもちゃの
ピアノを弾きながら歌を歌つてほ伸良 <遊 んで<
れるのであBさ んも大助かり。

子L8車 で散歩するのが楽 しみで、天気の良い日
は、しヽても立つてもいられないとか…。

二人で歩けるようになつても車には十分気をつ
けて元気しヽつばしヽに育ってネ。

っ
ぷ

稗

重

要

ど

Ｒ

針

群

Ｆ

手

彰
去
持

喜

玉

亀

″矢回放っ旅
綾
伽
ｏ

―
Ｉ
Ｘ
線
を
受
け
る
と
ガ
ン
に
な
り

ま
す
か
？

ご
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

ガ
ン
や
白
血
病
に
な
る
放
射
線
は

一
度
に
一、○
○
○
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
超
え
る
量
で
す
。

こ
れ
以
下
で
は

ガ
ン
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
量
は
全
身
が
一
度
に
受

け
た
場
合
で
あ
り
、

同
じ
量
で
も
何

回
か
に
分
け
た
り
、

身
体
の
一
部
の

場
合
は
も
っ
と
軽
く
な
り
ま
す
。

病
院
で
使
用
さ
れ
る
Ｘ
線
検
査
の

放
射
量
は
、

例
え
ば
胸
部
撮
影

一
枚

で
は
①
・
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下

で
す
。

つ
ま
り

一
度
に
　
一
〇
、○

○

○
回
写
さ
な
け
れ
ば
　
一
、

○
○
○
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
■
に
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
小
児
の
Ｘ
線
検
査
は
大
文
夫
？

将
来
に
わ
た
っ
て
も
ほ
と
ん
ど
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小
児
の
Ｘ
線
撮

影
の
場
合
、

必
要
部
位
だ
け
を
で
き

る
だ
け
少
な
い
放
射
線
量

（男
児
で

○
“○
〇
二
、

女
児
で
は
○
・○
〇
一

ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
撮
影
す
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
新
築
に
伴
い
、

Ｃ
Ｒ

（

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
）
化
を
す
る
た

め
、

Ｘ
線
の
線
量
は
も
っ
と
少
な
く

な
り
ま
す
。

―
Ｉ
Ｘ
線
検
査
の
時
の
脱
衣
は
？

Ｘ
線
検
査
で
は
、

衣
類

・
ボ
タ
ン
・

ネ
ッ
ク
レ
ス
・
湿
布

・
磁
石

（
エ
レ

キ
バ
ン
）
な
ど
は
写
真
に
写
り
ま
す
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
プ
リ
ン
ト
も
同
様
で
す
。

こ
れ
ら
が
診
断
の
邪
魔
に
な
っ
た
り

誤
診
を
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、

姿
勢
を
正
し
く
し
、

よ
り

確
実
で
間
違
い
の
な
い
検
査
を
す
る

た
め
に
脱
衣
し
て
も
ら
っ
た
り
、

検

査
衣
に
着
替
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
患
者
さ

ん
へ
の
思
い
や
り
を
大
切
に
し
よ
う

と

「
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト

・
ケ
ア
」
を
呼

び
か
け
、

最
少
限
の
脱
衣
と
検
査
衣

の
着
用
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

一放射線の量一

く自然放射線〉

ジエット機による海外旅行
004ミ リシーベル ト

日本の自然放射線
24ミ リシーベル ト

メキショの自然放射線
0ミリシーベル ト

く医療放射線〉

胸部撮影    1   胃 バリウム検査   1  放 射線治療(総線■)
0065ミ リシーベル ト  1  48ミ リシーベル ト  1   60シ ーベル ト
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八
月
の
科
学
館
情
報

〃
サ
ケ
の
遡
上
″
近
づ
く

八
月
、

そ
ろ
そ
ろ
サ

ケ
た
ち

の
遡

上

の
季
節

が
近

づ

い
て
来
ま
し
た
。

サ
ー

モ

ン
科
学
館

の
魚

道
水
槽

は
九

月

二
日
以
降

に
標
津

川
と

つ
な

が
る

予
定
で
す
が
、

そ
れ
ま
で
は
今
年
ふ

化
し
た
シ
ロ
ザ
ケ
の
稚
魚
を
展
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、

今
年
成
熟
す
る

シ
ロ
ザ
ケ
の
展
示
は
八
月
の
下
旬
以

降
に
大
本
槽
で
行
う
予
定
で
す
。

八
月
、

特
に
お
盆
の
時
期
は
、

標

津
に
帰
省
す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
科
学
館
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

魚

・
淡
水
魚

の
生

理
に

つ
い
て
簡
単

に
説
明
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

魚

の
体
液

の
塩
分
濃
度

は
、

海
水

の
三
分

の

一
程
度

で
す
。

そ

の
た
め

浸
透
圧

の
関
係

で
、

海
水
中

に

い
る

魚

が
何
も
し
な

い
で

い
る
と
、

体
内

の
本
分

が
体
外

に
出

て
し
ま

い
、

細

胞

が
脱
水

の
状
態

に
な

り
、

死
ん

で

し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
と
は
逆

に
、

淡

水
中

に

い
る
魚

が
何
も
し
な

い
で

い

る
と
、

体

の
細
胞

が
水

ぶ
く
れ

の
状

態

に
な

り
、

死

ん

で
し
ま
う

の
で
す
。

他

の
具
体
例
を
あ

げ
る
と
、

ナ

メ
ク

ジ
に
塩
を

か
け
る
と
、

体
内

の
水
分

が
外

に
出

て
し

ぼ
ん

で
し
ま

い
、

ま

た
、

お
ふ
ろ

に
長
く

入

っ
て

い
る
と

手

が
ふ
や
け

て
し
ま
う

の
と
同
じ
現

象
な

の
で
す
。

し
た

が

っ
て
、

生
き

て

い
る
魚

は

体
液
を

一
定

に
調
節
す

る
能
力

が
必

要
と
な
り
ま
す

が
、

特

に

エ
ラ
が
重

要
な
働
き
を

し
ま
す
。

海
水
魚

の
場
合

は
大
量

の
海
水
を

飲
み
、　

エ
ラ
か
ら
余

分
な
塩
分
を
排

出
し
ま
す
。

そ
れ
と
は
逆

に
、

淡
水

魚

の
場
合

は

エ
ラ
か
ら
塩
分
を
取

り

．込

み
、

塩

分

の
う
す

い
大
量

の
尿
を

Ｑ
、

サ

ケ

は

ど

う

し

て

川

で

も

海

で

も

平

気

な

の

で
す

か
？

Ａ
、

マ
グ

ロ
な

ど

の
海

水

魚

を

淡

本

に

入

れ

た

り

、

逆

に

コ
イ

や

キ

ン
ギ

ョ
と

い

っ
た

淡

水

魚

を

海

水

に

入

れ

る

と

、

ど

ち

ら

と

も

死

ん

で

し

ま

い

ま

す

。

し

か

し

、

サ

ヶ

の
仲

間

や

、

ス
ズ

キ

、　

ハ
ゼ
な

ど

の
汽

水

域

（
淡

本

と

海

水

が
混

じ

り
合

う

と

こ
ろ

）

で
生

活

す

る
魚

の
よ

う

に
、

海

本

・

淡

水

の
ど

ち

ら

で
も

生

活

す

る

こ
と

が

で
き

る
魚

も

た

く

さ

ん

い
ま

す

。

こ

の
質

問

に
答

え

る
前

に
、

海

本

出
し
ま
す

‐
）
の
よ
う
に
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
魚
は
、

体
液
の
濃
度
を

一
定

に
保
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

サ
ケ
や
汽
水
域
で
生
活
し
て
い
る

魚
の
場
合
は
、

塩
分
濃
度
に
変
化
が

お
き
た
場
合
、

そ
の
情
報
が
す
ば
や

く
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
器
官
に
伝
わ
り

ま
す
。

分
泌
さ
れ
た
ホ
ル
モ
ン
は
、

エ
ラ
な
ど
の
器
官
に
作
用
し
、

調
節

機
能
の
転
換
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た

め
、

淡
水
で
も
海
水
で
も
生
き
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
す
。

８
８
８
愚
醤
徹
徹
徹
徹
徹
徹
徹

質
問
を
募
集
し
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か
ら

の
質
問

・
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
は
問
い
ま
せ
ん
。

質
問

・
ご
意

見
は
ハ
ガ
キ
、
も
し
く
は
直
接
科
学

館
受
付
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

電
話

で
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

な
お
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
質
問
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
の
で
、

住
所

・
氏
名

・
年
齢

を
お
忘
れ
な
く
。

（宛
先
〕

標
津
町
字
標
津

一
三
二
六
番
地

一

標
津
町
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

「
Ｑ
＆
Ａ
」
係
ま
で

科
学
館
の
魚
た
ち
０

エ
ジ
マ
ス
ー
そ
の
１
１
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去
る
ア
月
姥
日
に
発
生
し
た
北
海

道
南
西
沖
地
震
は
、

奥
尻
町
を
中
心

と
し
た
道
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

北
海
道
喪
害
義
援
金
募
集
（配
分
）

委
員
会
で
は
（
こ
れ
ら
の
事
態
を
憂

慮
し
（
被
喪
者
の
救
援
を
図
る
た
め

広
＜

一
般
の
方
マ
よ
り
義
援
金
を
募

集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
ｂ
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
実
施
主
体
　
北
海
道
喪
害
義
援
金

募
集
（配
の
）委
員
会

（事
務
同
―

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
郡
）

▼
募
集
期
間
　
平
成
５
年
フ
円
１４
日

よ
り
８
円
億
日
ま
で
。

▼
義
援
金
の
取
扱
い
窓
□
　
各
関
係

機
関
団
体
の
窓
□
並
び
に
次
の
指

定
銀
行
の
本
店
ま
た
は
、

最
寄
り

の
郵
便
局
で
受
付
し
ま
す
。

０
□
座
名
称
　
「北
海
道
南
西
沖
地

震
喪
書
義
援
金
」
□
座

・
北
海
道

喪
害
義
援
金
募
集
（配
の
）委
員
会

会
長

伊
藤
義
郎

０
指
定
銀
行
□
座

●
北
海
道
拓
殖
銀
行
札
幌
南
支
店

圏
□
座
番
号
「
３
「
８
９
５
６
４
」

●
北
海
道
銀
行
本
店

働
□
座
番
号
「
「
フ
３
４
４
１
０
」

●
北
洋
銀
行
本
店

働
□
座
番
暑
「
１
５
０
１
１
１
０
」

●
札
幌
銀
行
本
店

働
□
座
番
暑
「
０
３
０
「
「
フ
５
」

０
郵
厘
振
替
□
座

●
小
縛
災
５
，
４
５
①

日
本
赤
十
字

社
北
海
道
支
部
長
　
伊
藤
義
郎

●
小
縛
喪
３
１
３
０
３

北
海
道
共
同

募
金
会
長
　
八
本

一
郎

※
０
、

０
の
送
金

・
振
替
手
数
料
は

８
月
‐３
国
ま
で
免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
義
援
金
の
配
分
方
法

集
約
さ
れ
た
義
援
金
は
配
分
委
員

会
を
経
て
、

公
正

・
適
正
に
被
巽

地
市
町
村
に
配
分
し
ま
す
。

●
本
町
で
は
役
場
福
祉
保
健
課
内
共

同
募
金
会
事
務
局

（
ａ
内
線
４３７
）

）

が
受
付
窓
□
と
な
っ
て
あ
り
ま
す

の
で
、お

問
い
合
わ
せ
＜
だ
さ
い
。

④
身
体
障
害
者
の
施
設
入
所
判
定

②
補
装
臭
の
う
ち
母
格
構
造
義
肢
等

交
付
適
合
判
定
③
精
神
薄
弱
者
の
施

設
入
所
判
定
④
療
育
手
帳
の
新
規

・

再
判
定
な
ど
の
巡
□
相
談
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
　
９
月
１
日

▼
会
　
場
　
根
窒
市
第
２
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
、

８
月
‐６
日
ま
で
に

役
場
福
祉
保
健
課

（
ａ
内
線
１
３

ア
）
へ
。

―
通
貨

・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て

い
ま
す
―

税
関
で
は
、

お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨

・
証
券
な
ど
を
お
返
じ
し

て
い
ま
す
。

▼
終
戦
後
、

外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
力
が
、

上
陸
港
の
税
関

海
運
周
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
隻

・
証
券
な
ど
。

▼
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
の
う

ち
、日

本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の
。

※
返
還
の
申
し
出
は
ご
本
人
ば
か
り

で
な
＜
、

ご
家
族
の
方
で
も
結
構

で
す
。

お
心
当
た
り
の
力
は
、

最

寄
り
の
税
関

（根
窒
税
関
支
署

・

な
○
々
５
３
２
１
３
１
２
０
０
「
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「戦
傷
病
者
、

戦
没
者
遺
族
等
の

援
護
及
び
旧
軍
人
の
恩
結
に
関
す
る

相
談
会
」
が
、次

の
と
お
り
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
　
北
海
道

▼
□
時
　
９
円
劉
□

句
時
か
ら
俺
時
ま
で

▼
会
場
　
根
室
南
常
盤
町
３
丁
目
２８

番
地

根
奎
支
庁
２
階
中
会
議
窒

▼
相
談
内
容

０
戦
没
者
の
遺
族
に
対
す
る
援
護

関
係

②
戦
傷
病
者
等
に
対
す
る
援
護
関

係
０
旧
軍
人
軍
属
に
対
す
る
恩
給
関

係
の
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
関
係

※
詳
し
く
は
、

根
室
支
庁
社
会
福
祉

課

（
な
①
ｌ
５
３
２
１
３
１
６
４
３

１
）
ま
に

靴
役
場
福
祉
保
健
課

家
出
を
し
た
人
や
、

行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
人
を
捜
し
た
り
、

亡
＜

な
っ
た
方
で
身
元
が
の
か
ら
な
い
人

の
調
査
を
し
て
家
族
の
方
マ
に
め
知

ら
せ
ヴ
る
た
め
、

北
海
道
警
察
で
ほ

９
月
に
遵
内
４６
カ
所
で

「行
方
不
現

者
相
談
所
」を
開
き
ま
す
。

昨
年
全
道
で
相
談
を
受
理
し
た
行

方
不
明
者
は
、

４
、
１
６
２
人
で
こ
の

う
ち
調
査
に
よ
り
３
、

ア
５
４
人
（
９０

・２
％
）
の
所
在
が
の
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、

亡
く
な
っ
た
力
で
身
元
の

分
か
ら
な
か
っ
た
人
を
３８
人
取
扱
っ

て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
後
の
調
査
に

ょ
っ
て
２４
人
（
６３
・２
％
）
の
身
元
が

明
ら
か
と
な
り
、

遺
族
の
方
に
引
き

取
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

家
出
し
た
人
や
行
方
不
明
と
な
っ

た
人
の
こ
と
で
ご
相
談
さ
れ
た
い
方

は
、

お
気
軽
に
相
談
所
に
お
い
で
く
／

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
／

▼
相
談
所
開
設
日

・
場
所

●
９
月
２
日
・３
日
（
９
時
３０
の
～
４６

時
）、釧
躇
警
察
署

（釧
路
市
黒
金

田
側
丁
目
５
　
ａ
０
１
５
４
‐
２３
‐

フ
「
「
１
）

※
な
め
、

相
談
所

へ
来

ら
れ
な

い
方

は
、

も
よ
り
の
警
察
署
又
は
派
出

所
、

駐
在
所

で
ご
相
談

く
だ

さ

い
。

役場の
電話番号は
2-2131(代表)



難
病
憲
者
の
早
期
発
見
と
適
切
な

療
育
指
導
及
び
早
期
受
療
の
勧
奨
を

行
う
た
め
、

専
門
医
師
に
よ
る
集
団

検
診
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
蒐

▼
日

　

時
　
４０
月
仔
日

９
時
～
竹
時

▼
場
　
　
所
　
市
立
根
窒
病
院

▼
対

象

者
　
原
因

・
病
名
が
不
明

の
疾
憲
な
ど
難
病
と
思
わ
れ
る
方
。

▼
申
し
込
み
　
中
標
津
保
健
所

（
ａ

Ｏ
「
５
３
フ
ー
２
１
２
１
６
８
）
ま

た
は
役
場
保
健
指
導
班

（
ａ
内
線

１
３
１
）
ま
で
。

な
い
香
護
職
の
有
資
格
者
、

就
職
し

て
か
ら
「
年
未
満
の
香
護
婦
を
対
象

に
最
近
に
お
け
る
医
学
、

看
護
に
関

す
る
高
教
育
を
実
施
し
、

溶
在
看
護

力
の
再
稼
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
に

「溶
在
看
護
婦
研
修
会
」
が
次

の
と
あ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
主
催
　
北
海
道
香
護
協
会

（道
委

託
事
業
）

▼
開
催
日

・
場
所

９
月
６
□
～
１１
日

一
旭
川
動
労
者

福
祉
会
館
（旭
川
市
５
条
４
丁
目
）

ｐ

▼
受
講
資
格
　
　
　
　
、

０
現
在
就
業
し
て
い
な
い
有
資
格

（

保
健
婦

・
動
産
婦

・
香
護
婦

・
准

看
護
婦
）
の
看
護
職
員
。

０
現
在
就
業
し
て
い
る
が
、

潜
在
期

間
が
あ
っ
て
就
職
後
１
年
に
満
た

な
い
看
護
職
員
。

▼
受
講
の
申
し
込
み

●
北
海
道
看
護
研
修
会
館
内
、

北
海

道
看
護
協
会
事
業
部
教
育
課
研
修

運
営
係

（札
幌
市
白
否
区
本
通
循

丁
目
北
６
番
１
号
）
へ
申
込
書
を

提
出
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
詳
し
＜
は
、

役
場
保
健
指
導
班

（

な
内
線
４
３
１
）
へ
あ
問
い
合
わ

毎
年
８
月
１
日
か
ら
割
日
ま
で
の

１
カ
月
間
は
「道
路
を
ま
も
る
円
間
」

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
も
こ
の
月
間
に
ち
な
み
、

舗
装
道
路
の
補
修
な
ど
を
中
心
に
道

躇
維
持
に
努
め
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
も
、

不

法
な
道
路
占
用
、

自
動
車
か
ら
の
ゴ

ミ
の
投
げ
捨
て
、

ト
ラ
ッ
ク
の
積
載

方
―
バ
ー
な
ど
の
行
為
は
行
わ
な
い

よ
う
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

（役
場

・
建
設
課
）

▼
受
付
期
間

●
大
学
校
　
９
鳥
２
日
～
９
月
竹
日

●
学
　
校
　
８
月
２０
日
～
９
月
２
日

▼
採
用
予
定
数

・
試
験
区
分

●
大
学
校
学
生
…
約
５０
名

●
学
校
学
生
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
…

約
８５
名
、

情
報
シ
ス
テ
ム
…
約
５０

名
、

海
洋
科
学
…
約
脩
名

▼
受
験
資
格

昭
和
４５
年
４
月
２
日

（大
学
校
学

生
は
昭
和
４８
年
４
月
２
日
）
以
降

に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
者
及
び
、

平
成
６
年
３
用

ま
で
に
高
等
学
校
を
卒
業
見
込
み

の
者
、

ま
た
は
高
等
学
校
を
卒
業

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者
。

▼
試
験
日

●
第

一
次
試
験

大
学
校
…
平
成
５
年
１１
月
６
日

・

フ
日

学
　
校
…
平
成
５
年
１０
月
３
日

▼
道
内
試
験
地
　
札
幌
市
・函
館
市
・

小
縛
市
・旭
川
市
・釧
路
市

※
詳
し
＜
は
、

羅
日
海
上
保
安
署

・

職
員
募
集
窓
□

（
ａ
フ
ー
３
９
９

９
）
へ
め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

釧
路
地
方
法
務
局
根
窒
支
局
は
、

根
窒
地
力
台
同
庁
含
へ
の
移
転
に
伴

い
、

平
成
５
年
３
月
２３
日
か
ら
次
の

所
在
地
に
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
根
窒
市
弥
栄
町
「
丁
目
帽
番
地

根
室
地
方
合
同
庁
舎
１
階

（
ａ
Ｏ

ｌ
５
３
２
，
３
１
４
８
ア
４
）

た
だ
い
ま
郵
便
同
で
は
、

月
や
３

１
０
０
円
（郵
送
斜

・
消
費
税
込
み
）

で
、〃ふ

る
さ
と
の
昧
覚
〃
を
毎
月
ゆ

う
パ
ツ
ク
で
あ
届
け
す
る

「グ
ル
メ

の
△否

舎
Ｆ

を
募
集
し
て
い
ま
蒐

お
酒
の
さ
か
な
に
、

あ
子
様
の
め

や
つ
に
、

奥
様
の
美
容
と
健
康
に
毎

月
全
国
津
マ
浦
マ
の
名
産
を
食
卓
に

お
届
け
し
ま
す
。

特
に
‐４
月
は
地
元

「標
津
の
鮭

・

山
菜
な
ベ
セ
ッ
ト
」
が
メ
ニ
ュ
ー
に

な
っ
て
い
ま
す
。

遠
力
の
友
人
や
知

人
に

〃標
津
〃
を
送
ら
れ
て
は
い
が

が
で
し
よ
う
か
。

詳
し
＜
は
、

最
寄
り
の
郵
厘
局
、

ま
た
は
セ
ー
ル
ス
マ
ン
ヘ
。

花
火
を
行
う
と
き
に
は
次
の
点
に

十
分
注
意
を
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

④
広
い
空
き
地
で
、

周
囲
に
燃
え
や

す
い
も
の
が
無
い
と
こ
ろ
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
あ
ら
か
じ
め
消
火
用
の
水
パ
ケ
ツ

な
ど
を
用
意
し
て
行
っ
て
＜
だ
さ

い
。

③
子
供
だ
け
で
の
花
火
遊
び
は
危
険

で
す
の
で
、

大
人
が
付
き
添
っ
て

行
っ
て
＜
だ
さ
い
。

④
正
し
い
花
火
の
使
い
力
を
十
分
認

識
し
、

子
供
に
は
難
し
い
花
火
や

危
険
を
と
も
な
う
花
火
は
、

さ
せ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
＜
だ
さ
い
。

⑤
花
火
が
終
っ
た
ら
後
始
末
を
確
実

に
行
っ
て
＜
だ
さ
い
。

※
子
供
の
火
遊
び
が
、

大
突
原
因
の

上
位
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

マ
ツ
チ
や
ラ
ィ
タ
ー
な
ど
の
点
火

器
具
は
家
庭
内
で
十
の
管
理
を
し

て
＜
だ
さ
い
。

（標
津
消
防
署
）

さ
い
。

日
と

園
田

家
庭
な
ど
に
あ
っ
て
就

バイクを乗ると

きは必すヘルメ

ットをかぶり安

全運転に心がけ

ましょう。
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『親
バ
カ
観
戦
記
』

先
日
の
中
体
連
の
卓
球
大
会
で
、

い
つ
も
負
け
て
ば
か
り
い
る
息
子
の

試
合
に
つ
い
て
書
い
て
見
た
い
と
思

い
ま
す
。

七
月
六
日
、

根
室
で
管
内
の
中
体

運
が
あ
り
ま
し
た
。

三
男
が
今
年
最

後
の
中
体
運
、

団
体
戦
は
い
つ
も
チ

ー
ム
メ
イ
ト
の
活
躍
に
助
け
ら
れ
全

道
大
会
に
出
場
し
て
い
た
の
で
す
が

個
人
戦
で
は
一
度
も
な
く
今
年
こ
そ

は
と
本
人
も
思
っ
て
い
た
様
で
し
た
。

し
か
し
、

そ
の
壁
は
厚
く
町
内
大

会
で
の
本
人
の
成
績
が
四
位
の
た
め

＝
主
婦
＝

（曙
町
）

全
道
大
会
の
出
場
資
格
の
ベ
ス
ト
８

に
勝
ち
残
る
に
は
強
い
相
手
と
対
戦

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
し
た
。

案
の
定
い
つ
も
負
け
て
ば
か
り
い

る
野
付
中
学
校
の
Ｗ
君
と
ベ
ス
ト
８

を
か
け
て
ぶ
つ
か
る
組
合
せ
と
な
り

ま
し
た
。

本
人
は
や
る
気
十
分
で
も

い
つ
も
負
け
て
い
る
の
で
不
安
で
い

っ
ぱ
い
の
は
ず
。

一
セ
ッ
ト
ロ
、　

一
本

一
本
自
分
を

励
ま
し
集
中
し
な
が
ら
が
ん
ば
る
息

子
。

自
分
に
気
合
を
入
れ
、

点
を
取

る
た
び
手
を
上
げ

「
卜

　
）ッ
」
と
、

き
っ
と
喜
こ
び
で
は
な
く
自
分
へ
の

励
ま
し
な
ん
だ
と
応
援
す
る
私
に
は

感
じ
ま
し
た
。　

一
セ
ッ
ト
は
な
ん
と

か
息
子
の
ペ
ー
ス
で
取
り
ま
し
た
が

い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
だ
と
気
を
ぬ
き

パ
タ
パ
タ
と
負
け
て
し
ま
う
の
で
私

は

「気
を
ぬ
か
な
い
で
」
と
手
に
汗

を
に
ぎ
り
な
が
ら
、

声
を
出
す
事
が

出
来
ま
せ
ん
。

で
も
い
つ
も
熱
心
に

指
導
し
て
く
れ
て
い
る
先
生
方
の
お

か
げ
で
い
つ
も
と
違
い
、　

一
球

一
球

大
事
に
打
ち
続
け
Ｗ
君
か
ら
や
っ
と

勝
利
を
取
っ
た
の
で
す
。

「や
っ
た

／
ワ
ー
ッ
」
と

一
声
。

何
か
優
勝
の

様
な
喜
こ
び
で
し
た
。

単
に
ベ
ス
ト

８
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た
だ
け
な
の
に
と

思
う
の
で
す
が
…
。

本
人
も
う
れ
じ

か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

私
も
と
て
も

う
れ
し
く
、

す
ぐ
主
人
に
電
話
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

親
バ
カ
も
い
い
と
こ

「う
ち
の
息

子
も
や
れ
ば
出
来
る
」
な
ど
訳
の
わ

か
ら
な
い
事
を
つ
ぶ
や
い
た
の
で
す
“

Ｗ
君
も
三
年
生
で
小
学
生
か
ら
の
ラ

イ
バ
ル
、

ど
ん
な
に
勝
ち
た
か
っ
た

だ
ろ
う
か
。
「
Ｗ
君
ご
め
ん
な
さ
い
」。

そ
の
後
の
試
合
の
結
果
で
五
位
と

な
り
、

堂
々
全
道
大
会
出
場
で
す
。

今
、

八
月
の
全
道
大
会
を
め
ざ
し
て

今
日
も
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

「我
が
息
子
ヤ
ッ
チ
、

ガ
ン
バ
レ

／
団
体
戦
で
チ
ー
ム
の
足
を
引
っ
張

ら
な
い
で
ね
」
。

お
母
さ
ん
よ
り

＊
次
の

「ま
ち
の
声
」
は
、

大
垣
さ

ん
が
選
ん
だ
曙
町
の
平
井
博
子
さ

ん
で
す
。

まち

大
垣

正
子
さ
ん

町内の交通事故

7月
( )内は累計

人身事故 4件 (8件)

負 傷 者 0人 (2人)

死 亡 者 0人 (4人)

物損事故 19件(10件)

死亡事故ゼロの日
181日 (7月15日現在)

16

お<や み申し上げます

お誕生おめでとう。

お な ま え lI 所 保 護 者

みのり
吉日 実 里くん 伊 茶 仁 吉日 賢 港

まさなり
矢映 真 成くん 寿  町 矢映 真 人

ゆう
稲森  悠 くん 緑  卸 稲森 倫 明

あゆみ
涸島  歩 ちゃ/t/ 南 ||| 河島 勝泊

ゆうに
織江 勇 沐くん 右 車 □ 織江 佳 孝

人□のうごき

平成5年7月十日現在
( )内は前月比

世帯数 2,274世帯(+16)

人 □ 6 , 8 6 4 人( 1 0 )

男 3 , 3 2 8 人( …2 )

女  3 , 5 3 6 人( + 2 )

氏 名 住 所 年  齢

塚田 拓 三さん 桜 本 町 68歳

矢嶋吉三郎さん 栄  町 65歳

松日留三郎さん 弥 栄 田 82歳

板垣 イ ソさr/t 〃 90歳

ｍ
§
０
国

▼
受
本
番
を
迎
え
ま
し
た
パ
少

し
寒
い
で
す
が
…
》
子
供
た
ち

も
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
。

思

う
存
分
、

夏
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
で
す
ネ
。

く
れ
ぐ
れ
も

宿
題
は
お
早
め
に
。

▼
夏
の
最

大
イ
ベ
ン
ト

「
し
べ
つ
港
ま
つ

り
」
が
無
事
終
了
。

ネ
ブ
タ
パ

レ
ー
ド
の
踊
り
も
い
つ
も
よ
り

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

や
っ
ぱ

り
見
る
よ
り
も
参
加
し
た
力
が

お
も
し
ろ
い
。

そ
し
て
、

花
火

夏
の
夜
空
に
葬
い
上
が
り
、

思

わ
ず

〃た
～
ま
や
ア
ー
〃
と
明

び
た
＜
な
っ
た
の
は
私
だ
け
か

…
。

　
　
　
　
　
（ひ
ろ
し
）
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